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海洋博公園では、令和 2 年 12 月 26 日（土）に「サバニに関する講演会 奥武島のサバニ造船

技術 - 地域の手わざの継承と発展 -」を開催します。 

県内各地のサバニと後継者不足のため難しくなっている地域に根付いた技術を継承する試みに

ついて解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講 師】板井 英伸 

（沖縄美ら島財団 総合研究センター 普及開発課） 

【日 時】令和 2年 12月 26日（土）13：30～15：30 

【場 所】海洋博公園内 海洋文化館 

【定 員】10 名 （※受付終了しております。） 

【対 象】高校生以上 

【参加費】無料 

※別途入館料（大人 190円 中学生以下無料） 

【後 援】沖縄県教育委員会、南城市教育委員会 

【協 力】南城市玉城字奥武区・奥武公民館 

－内容－ 

海洋文化館に展示している県内各地のサバニ（糸満、平安座島、伊江島など）と奥武島のサバ

ニを比較して、各地のサバニ建造技術の特徴と、その歴史的背景について解説します。 

またサバニ造船技術者として県内最高齢となる嶺井藤一氏（90歳）監督のもと、同氏の孫であ

る嶺井尚人氏（44 歳）によるサバニ建造（南城市 奥武島）の様子を記録した写真や映像を上映

します。 

※新型コロナウイルス対策のガイドラインは HPをご覧ください。 

＜お問い合わせ先＞ 

海洋博公園管理センター 企画運営課  

TEL 0980-48-2741 / FAX 0980-48-3339 

「サバニに関する講演会 奥武島のサバニ造船技術  

-地域の手わざの継承と発展-」開催 

   令和 2年 12月 17日 


